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研究成果の概要（和文）：  

 中央アジア出身のソグド人のうち、北朝・隋・唐時代の中国社会で活動した者たちを取り上
げ、彼らの政治・軍事・文化史上の活動を、いわゆる正史などの編纂史料のみならず、既出・
新出の墓誌銘をはじめとする石刻史料および考古学的発見による文物資料を利用し、検証を加
えた。その結果、ソグド人の東方活動には、北朝・隋・唐初における活動の担い手と、それ以
降の時期の活動の担い手において、断絶があるのではないかという仮説にいたった。また、ソ
グド人研究に必要な基本的資料の収集をほぼ終え、別途公開する基礎的作業が完成した。 

 

研究成果の概要（英文）：  

We studied the activity of the Sogdian from Central Asia from the 5th century to the 10th century in 

China.Sogdian worked in the direction of many of Chinese politics, economy, and military affairs.We 

clarified their activity using Zhengshi(正史) , epitaphs and archaeological evidence. Moreover, we 

finished mostly collection of fundamental data required for Sogdian research, and completed the 

fundamental work exhibited separately. 
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１．研究開始当初の背景 

 一般に、ソグド人といえば国際商人として

の側面が有名であり、彼らの軍人としての側

面は影が薄い。この点、森部と山下はソグド

人の軍人の側面を研究し、森部は 8 世紀から

10 世紀のソグド軍人をソグド系突厥という

遊牧民化したソグド人という視点から研究

し、また山下は、北朝時期に中国北部の河西

からオルドスに移住し定住したソグド人が、

唐の建国に軍事的にかかわっていたことを
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研究していた。 

 

２．研究の目的 

ソグド人の東方活動に関する研究を進展

させるために、（1）近年、大量に公刊されて

いる石刻史料、およびソグド人墓群の発見に

より新たに出現した文物資料に対し、それら

を系統的に利用・研究する道筋をつけること、

（2）中国におけるここ数年のソグド研究が

大量に出現しているが、その全体像が把握で

きていないので、その研究史を把握すること

（3）現在、研究者個人レベルに留まってい

る史・資料のデータベースを整理し、学界の

共有財産とすることの３点を目的とした。 

 

３．研究の方法 

上記の目的のために、まず日本語・中国

語・欧米諸言語で書かれたソグド人の東方活

動に関する研究文献を網羅的に集めて目録

を作成する。次に漢文で書かれた編纂史料、

石刻史料、出土文書史料を整理し、それらに

みえるソグド人のインデックス・データベー

スを作成し、各史料・文物資料に解題を付し、

今後のソグド研究の基礎的学術情報を整備

する。海外調査については分担作業領域に従

い、石刻・出土文書史料と出土文物を実見し、

既発表のものは釈文・図録と照合し、未公刊

のものについては調査を行う。最終年度は国

際シンポジウムを開催し、また上記の研究文

献目録、研究史、関連史・資料解題を公刊し、

国内外にその情報を発信する。 

 

４．研究成果 

本研究班では、特に新出の石刻史料とソグ

ド人の墓葬資料（石棺牀など）に着目し、そ

れらを可能な限り、現地において実物を検分

し、既発表のものならば録文と対校し、正確

な史料作成を行い、また分散しているソグド

人の墓葬資料については、すべて実見してデ

ータベースを構築する準備を行うこととし

た。前者の成果の一部は下記の研究者による

個別研究の中で発表し、後者については、資

金などがかかりすぎるため、別の方法でデー

タベースの構築と公開を行う予定である。 

森部は、羽田・小野川・Pulleyblank の研究

を継承し、突厥の影響を受けたソグド人（ソ

グド系突厥）の実態と東ユーラシア世界にお

ける具体的活動を、石刻史料から明らかにし

た。本研究期間の後半では、ソグド系突厥の

代表的人物である安禄山に研究対象をしぼ

り、安禄山の軍団構成の分析を行った。その

結果、安禄山は祆教儀礼を通じソグド商人と

の結束を図り、突厥遺民に対しては、安禄山

の出自（阿史徳の血を引く俗的権力の側面と

巫の子であるという聖なる権威）によって君

臨し、契丹に対しては擬制的血縁関係によっ

て結びついたことを明らかにした。それゆえ、

安禄山の死後、その軍団がばらばらとなり、

統一した勢力を維持しえなかったと結論付

けた。 

研究分担者の山下将司は、北朝～隋～唐前

半期におけるソグド人の活動を主として軍

事面から考察し、当該時期の政治史に軍人と

してのソグド人が深くかかわっていた新事

実を明らかにした。 

連携研究者の岩本篤志は、自身が関心を持

つ敦煌文書とその周辺研究領域ともいうべ

き吐魯番文書にも目をむけ、それらを利用し

た近年のソグド人研究の整理を行った。 

連携研究者の影山悦子は、ソグド美術の専

門家であるが、今次の研究班においては、特

に北中国で発見されたソグド人石棺牀に関

する研究の整理を行った。 

連携研究者の福島恵は、もともと大量のソ

グド人墓誌をデータ化し、そこからソグド人

が漢字文化圏で名乗る姓（ソグド姓）の分析

を行っていたが、その基礎的知識をふまえ、

個々のソグド人墓誌の詳細な解釈とそれを



 

 

もとにした研究とにより、ソグド人の東方活

動の一端を明らかにしていった。 

 また研究協力者の中田美絵は唐代の政治

史と仏教史を専門とするが、そこに介在した

ソグド人に着目して研究を行い、最終的には

五代にまで視野をひろげ、論を展開した。 

 以上の研究成果は、旧来の紙媒体形式で

『ソグド人の東方活動に関する基礎的研究』

（平成 21年度～平成 24年度科学研究費補助

金（基盤研究（B））研究成果報告書）として

別途公刊した。 
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